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　このように、あなたがたの光を人々の前で輝かせなさい。

人々があなたがたの良い行いを見て、天におられるあなた

がたの父をあがめるようになるためです。            　

　　　　　　　　　　　　　　　　　マタイ５章１６節

年間聖句
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主 日 礼 拝
２０２２年　６月 ２６日

礼拝奉仕者

説教 ： 小見康彦師　　司会 ： 本多崇兄　　奏楽 ： 本多こずえ姉　 献金 ： 本多節子姉　　
受付 ： 勝山幸子姉　　

祈 り

ワーシップ賛美

使 徒 信 条

主 の 祈 り

賛 美

献 金

感 謝 の 祈 り

聖 書 朗 読

説 教

黙 祷

賛 美

頌 栄

祝 祷

後 奏

報 告

司 会 者

一 同

一 同

一 同

一 同

一 同

本 多 節 子 姉

司 会 者

小 見 康 彦 師

一 同

一 同

一 同

小 見 康 彦 師

奏 楽 者

司 会 者

「 イェスが愛したように」

聖歌３３８番「 いともよきものを」

創世記８章１５節～２２節

「 私たちの出発点」

聖歌５２５番「 かたりつげばや」

聖歌３８３番「 ちち ・ みこ ・ みたまの」

●コロナウィルス感染が落ち着くまで

昼食会はお休みいたします。

-2-



聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より抜粋

メッセージ聖書箇所

創世記８章１５節～２２節

15, 神はノアに告げられた。
16, 「あなたは、 妻と、 息子たちと、 息子たちの妻たちと
ともに箱舟から出なさい。
17, すべての肉なるもののうち、 あなたとともにいる生き
物すべて、 鳥、 家畜、 地の上を這うすべてのものが、 あ
なたとともに出るようにしなさい。 それらが地に群がり、
地の上で生み、 そして増えるようにしなさい。」
18, そこでノアは、 息子たち、 彼の妻、 息子たちの妻たち
とともに外に出た。
19, すべての獣、 すべての這うもの、 すべての鳥、 すべて
地の上を動くものも、 種類ごとに箱舟から出て来た。
20, ノアは主のために祭壇を築き、 すべてのきよい家畜か
ら、 また、 すべてのきよい鳥からいくつかを取って、 祭壇
の上で全焼のささげ物を献げた。
21, 主は、 その芳ばしい香りをかがれた。 そして、 心の中
で主はこう言われた。 「わたしは、 決して再び人のゆえに、
大地にのろいをもたらしはしない。 人の心が思い図ること
は、 幼いときから悪であるからだ。 わたしは、 再び、 わた
しがしたように、 生き物すべてを打ち滅ぼすことは決してし
ない。
22, この地が続くかぎり、 種蒔きと刈り入れ、 寒さと暑さ、
夏と冬、 昼と夜がやむことはない。」

「私たちの出発点」 
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作詞・作曲　　長沢　崇史

5

イエスが愛したように

3

今週のワーシップ賛美
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主の祈り

　天にまします　われらの父よ　

願わくは御
み な

名をあがめさせたまえ

御
みくに

国をきたらせたまえ　みこころの天になるごとく

地にもなさせたまえ　われらの日用の糧を

今日も与えたまえ　われらに罪をおかすものを

われらがゆるすごとく　われらの罪をもゆるしたまえ

われらを試みにあわせず　悪より救い いだしたまえ

国と力と栄えとは　限りなくなんじのものなればなり

アーメン

主の祈りは、イエス様が「こう祈りなさい」と教えてくださった祈りです。ですから、

「主の祈り（しゅのいのり）」と呼ばれています。翻訳によって言葉づかいは異なりますが、

新約聖書マタイによる福音書６章９節～１３節に書いてあります。 

使徒信条

我は天地の造り主、 全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、 我らの主、 イエス ・ キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、 おとめマリヤより生まれ、

ポンテオ ・ ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、 死にて葬
ほうむ

られ、 陰
よ み

府にくだり、

三日目に死人の内よりよみがえり、

天にのぼり、 全能の父なる神の右に座したまえり。

かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審きたまわん。

我は聖霊を信ず。 聖なる公同の教会、

聖徒の交わり、 罪のゆるし、

からだのよみがえり、 とこしえの命を信ず。

アーメン

キリスト教会の最古の信条で， 普遍的に受け入れられ， 告白される信条の一つです。
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御言葉紹介

★ 2022 年 6 月 22 日御言葉

ピリピ人への手紙　2 章 3 ～ 4 節

3、 何事も利己的な思いや虚栄からするのではなく、 へりくだって、 互いに人を自

分よりすぐれた者と思いなさい。

4、 それぞれ、 自分のことだけでなく、 ほかの人のことも顧みなさい。

聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より引用。

●神様は人間一人一人神の作品として、 一人一人違う役目を与えて下さり、 違

う個性と、 能力を与えて下さいました。 それは 「人間が互いに愛し合い助け合い

生きていくためにすべての人を同じ能力にされなかった」 のです。 人間が神のよう

にならないため、 一人一人違う賜物を与え、 互いに助け合って生きていくように

神様は創造されたのです。

この手紙を書いた著者であるパウロは、 もともとは、 「へりくだって、 互いに人を

自分より優れている者」 と思えない人でした。 しかし、 その結果、 パウロは、 たく

さんの人を苦しめたのです。 自分こそ優れており、 神のことを一番知っていると自

負し、 高慢だったのです。 そのころは、 神の愛を延べ伝えるイエスキリストの弟子

たちを 「妬み、 迫害し、 攻撃するような人」 だったのです。 しかしそんなパウロが、

神様に打たれ、 旅の途中倒れ、 神の声を聞き、 自分のやってきたことは神様を悲

しませることだと知り、 神様の言葉に従い、 「隣人を自分自身のように愛する」 こ

とを実践する者へと変えられたのです。 神様の愛に愛され、 とらえられ、 赦され

る体験をして、 神の愛を実践し伝える人へと変えられたのです。

私たちに大切な実践すべきことは？

①利己的な思い、 自己中心な思いから行動しない。

②人と比べて自分の価値を見出そうとしない。 常に神の愛に目を向けることが大

切。

③常に人の考えを超えた、 神の言葉 （聖書） に聞き、 神の愛の表れである、 イ

エス様の愛をまず受け取り、 受けた愛を隣人に実践する。

このポイントを信じ受け取り、 少しずつでも実践していくならば、 私たちは神の愛

の中で成長させられていくのです。

今日も神様の前にへりくだって、 互いに助け合って生きていく私たちでありたいも

のです。 心も体も健康であるよう祈ります。

原市場聖書教会

若村和仁
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　　　　　　　　　子供　　 男性　　女性　　　  合計

先週の各集会出席者数

 6 月 22 日（水 )

 6 月 19 日（日 ) 教会学校ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞ 　3 人　　　　　　　　　　　　　3人

礼　　　　　拝    2+0 人    2+6 人   5+8 人　23（9+14）人

　　　　　　　（※各集会 「対面 + ｵﾝﾗｲﾝ」　表記となります。）

夕　　礼　　拝　　 　　　　  希望者がおられませんでした。

祈　　り　　会               １人　　4人		  5 人

報　　　　告

本日午後の予定

次週礼拝（７月 3日〈日〉）
司　　会 ： 本多崇兄　　聖餐式司式 ： 若村和仁師

聖　　書 ： マタイ７章２４節～２９節

説　　教 ： 「岩の上に家を建てる賢い人とは？」　若村和仁師　

奏　　楽 ： 本多こずえ姉　　

讃　　美 ： ワーシップ賛美 「主イエスの十字架の血で」

　　　　　　　　聖歌４０８、 聖歌４９６、 教会福音讃美歌２５９、 聖歌３８３　

受　　付 ： 本多祐子姉　　献金感謝祈祷 ： 本多守兄

集会案内

礼　　　　　拝            　　 　　　　　  10:30 ～ 12:00　
7 月 3 日 ( 日） ハレルヤキッズ　 　　 　　　 　　　　　　   9:30 ～ 10:15

祈　 り 　会　　　　　　　　　　　　　　　 10:30 ～ 12:006 月 29 日 ( 水）

☆自家焙煎珈琲タイム

●本日は、 いのちの樹教会牧師の小見先生と講壇交換でした。 若村師はいのちの樹教会で奉
　仕しています。

●本日も礼拝後自家焙煎コーヒーをご用意しています。 お時間のある方お交わり下さい。

赤毛のアン（手芸＆洋裁クラス） 　　　　　　 10:00 ～ 13:00 頃6 月 28 日 ( 火）

★聖書を学びたい方、 洗礼を希望される方はお気軽に牧師にご相談ください。
★原市場聖書教会での礼拝は以下の感染防止対策を継続いたし ます。
　　1, 体調のすぐれない方は zoom によるオンラインでの参加をご検討ください。

　　2, 会堂での礼拝参加の際は、 極力間隔をあけてお座りください。

　　3, 会堂に入られる際には、 マスクの着用、 手の消毒をよろしくお願いします。

　　4, 当面の間、 食事を伴う交わりは自粛いたします。

☆若村和仁師　今週の外部奉仕＆予定

・ ６月２７日～７月１日 （月～金） あまやどり （日高市地活） （場所 ： 高麗聖書教会）
（

・ ６月３０日 （木） hi-b.a. （高校生集会） （場所 ： 清瀬会場）
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頌　栄

聖歌３８３

「ちち・みこ・みたまの」

教会ホームページ http://hbc.holy.jp/　E ﾒｰﾙ hibawaka@aol.com

原市場聖書教会
〒357-0126 飯能市下赤工 396-6

TEL:042-977-0254
FAX:042-981-7200

牧　師 :若村和仁　

10:30-12:00

 9:30-10:10

17:00-18:00

 

10:30-12:00

10:00-13:00

10:30-12:00

主 日 礼 拝

ﾊ ﾚ ﾙ ﾔ ｷ ｯ ｽ ﾞ

夕拝（第一は休み）

祈 り 会

赤 毛 の ｱ ﾝ

こひつじﾀｲ ﾑ

日曜あさ

日曜あさ

日曜夕方

水曜

第2第 4火曜日

第 1第 3火曜日

ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ　
ひと月一回（日曜か土曜日）

 集会案内 

14:00-16:00
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